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UN/CEFACT，OASIS，ECOMのIPRポリシー

以下の内容は，関係者からの情報などを整理したもので，保証するものではありません。

1． UN/CEFACTのIPRポリシー

(1) 現状のIPR

· 国連に提案され，国連の配下で作業される知的所有権は全て国連に帰属する。

(2) 見直し中のIPRは以下の方針で原案ができている。

· 提案者は，無償の使用権（Royalty Free License）を標準化団体に提供するが，知的所有権は提案者が保持できる。

· 損害補償条項（Indemnity）：寄書を提出した組織・個人は，もし国連がそれを使用することにより知的所有権侵害等により訴えられたときは，無制限の賠償責任を持つ。

(3) UN/CEFACTでの現状

· 上記の見直しの損害補償条項（Indemnity）は，UN/CEFACT参加者に合意されていないため，一時保留となっている。

(4) 関連事項

1 寄書を提出した組織・個人が，UN/CEFACTの該当仕様に必要な特許を保持している場合の扱い

· 特許権は，寄書を提出した組織・個人が保持を認める。但し，ローヤルティフリーでの使用権を認める。

2 仕様の利用に関する損害賠償

· 仕様の適用に関して損害が発生した場合，UN/CEFACT及び寄書を提出した組織・個人は責任を追及されない。（仕様の免責）

2． OASISのIPRポリシー

OASIS IPR Policyが見直しされている。公開レビューを終了して，10月のボードミーティングを経て，2005年1月から施行予定。

(1) OASIS仕様の知的所有権

· OASIS又はOASIS TCが持つ。

(2) 特許の公開

· TCメンバーは，該当仕様に関する特許を持っている場合，その特許と内容を公開しなければならない。サードパーティが保持している場合も同様である。

(3) 特許の対応

以下の3種の特許対応をTC毎に決定できる。

1 RAND mode（Reasonable and Non Discriminatory：合理的かつ非差別的）：TCメンバー等に特許ライセンスを許す。

2 Unrestricted RF mode（Unrestricted Royalty Free：制限無しロイヤルティフリー）：ライセンス・ロイヤルティに対して課金しない。

3 Restricted RF mode（Restricted Royalty Free：制限付きロイヤルティフリー）：Unrestricted RF modeと同一。但し，特許保持者と利用者間の特許利用に関するネゴを認めない。

備考：現状のTCは，一般的には，Unrestricted RF modeになる。

(4) コピーライト

· OASIS仕様のコピーライトはOASISにある。OASIS各仕様書には「Copyright OASIS Open (data). All Rights Reserved」を載せる。

(5) IPRに関する契約

OASISと以下の契約書を締結する。

· Membership Agreement：OASIS会員は全て。

· Feedback License Agreement：対象者。

· Copyright License Grant Agreement：対象者。

3． ECOMのIPRポリシー

(1) ECOM活動の著作物の知的所有権

· 政府の予算で実施した事業で作成した著作物の知的所有権は政府にある。

· ECOMの自主研究予算で実施した事業で作成した著作物の知的所有権はECOMにある。

(2) 研究員の委嘱

ECOMのWG活動に参加する研究員の委嘱状には以下の文面がある。

「本活動にあたってご執筆いただく原稿がある場合は，当該事業の報告書および電子媒体一式に使用させていただきます。また，報告書の概要もしくは全文は，ホームページなどで公開いたしますので，併せてご承知おきお願い申し上げます。」

(3) 報告書での記述

報告書の最終ページに以下の記述がある。

「禁無断転載」
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